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3.研 究 概 要
東 日本 大震 災 以 降 の原 子力 発 電 事故 に よ り福 島 県や そ の周 辺 で広 範 囲 に放 射 性物 質
が拡散 し、生活 圏 に多 大 な影 響 が 出 てい る。土 壌 や 地 下水 中 の セ シ ウ ム の よ うな放 射
性 核 種 を減 少 させ る た め 、 静 電 容 量型 脱 イ オ ン(CDI)法を用 い た 放 射 性 汚 染 の低 減
を提 案 す る。CDI法 で は海 水 か らイ オ ン を 回収 した後 、電圧 を減 少 す る こ とに よっ
てイ オ ン を 再 回 収 し小 量 のイ オ ン と して 放 出す る。一 方 、多 孔 質 炭 素 電 極 は使 用 後
再 生 され 、再 び 使 用 に供 す る こ とが で き る の で新 た な 公 害 源 とは な らな い。 こ こで
は 、木 質 系 多 孔 質 炭 素 電 極 をCDI法 に 適 用 で き る か ど うか の 予備 的 検 討 を行 っ た。
ス ギ炭 でL2Vの 電 圧 を か け た と こ ろ、 異 な る種 類 の サ ンプル で 、 イ オ ン 吸着 容 量
は最 大 値0.56mg/g、充電 効 率 は最 大 値0.49であ っ た。 これ らの 値 は文 献 値 の炭 素
電 極 と比 較 して 小 さ く、実 用 に供 す るた め に は木 質 系 炭 素 電 極 の 電 気 伝 導 度 を もっ
と向上 させ るた めの 工 夫 が必 要 で あ る こ とが わ か っ た。一 方 、鉛 イ オ ン吸 着 後 に 処
理 物 表 面 に形 成 され る金 属 錯 体 の微 細構 造 を調 べ た と ころ 、カ ル ポ キ シル 基 等 イ オ
ン交 換 性 官 能 基 が 多 量 に存 在 して お り、そ れ らの官 能 基 と鉛 イ オ ンが 塩 形 成 等 に よ
り化 学 的 に結 合 す る こ とが示 され た。鉛 イ オ ンで 得 られ た これ らの 結 果 はセ シ ウム
イ オ ン に も適 用 可 能 で あ る こ とか ら、セ シ ウムイ オ ン の 吸着 につ い て も 同様 の結 果
が得 られ る こ とが 示 唆 され る。
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